
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八田中学校 

 ℡0773-44-0024 

八田中学校の「校風」 

    ☆ 元気にあいさつ 

    ☆ まじめに頑張る 

     ☆ 一丸になる  

八田地区一斉あいさつ運動 

９月１日（火）に、八田地区心の教育連絡会

議委員や教職員が中心となり、各校園の校門付

近で「八田地区一斉あいさつ運動」を実施しま

した。 

あいさつ運動に際しては、昨年度に児童・生

徒が考えたあいさつ運動のスローガン「３つの

『あ』 あたたかく あかるく あいのある 

え～あいさつやったわ 八田ブロック」をあし

らったのぼり旗も掲げました。 

また、毎月実施 

している PTA あい 

さつ運動も校区内 

の所定の場所で同 

日に行いました。 

２年生 地域の事業所へ １日だけの社会人             
 朝夕の涼しさが心地良く感じられる季節となりました。街路樹の

葉も少しずつ赤みを帯び、日々の変化が楽しみです。表現の２学期

を迎えた八田中学校。多くの場面で自分らしい表現を見せてくれる

ことに期待が膨らみます。中でも２年生の職場体験学習は、非日常

における絶好の自己表現の場でした。準備をしてくださった事業所

の皆様には心よりお礼申しあげます。 

これからの職場体験学習は 

職場体験学習は２０年以上も前に全国で 

広がりましたが、近年は中止や別の取組への置き換えを行っている

学校もあります。本校も検討を続けており、これからの時代を見据

えての再構築の時期が近づいてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 深刻な人口減少、加速度的な生成 AI の進歩などから働き方や働

くことの意義自体も変わってきました。職場体験学習後の生徒の感

想には、「これまで考えたことが無かったが、将来の仕事の選択肢

が広がった」と書かれていました。今後、「職業理解」「社会人の

マナー」「自分にあう職業は何か」という個人的な学習から、「お

世話になる事業所はどんな社会課題を抱えているか」「自分はどん

な社会を作る側になりたいか」といった社会的な内容を含んだ学習

に変わっていくことになりそうです。あと数年後（2031 年）の学

習指導要領改訂を見据えて、生徒の意見を取り入れ 

ながら準備を進めて行きます。 

 使っているようで使われている 

 さあ、学習の秋！これからの時代は生成 AI と共に自らの力をア

ップすることになります。生成 AI は、質問に対して「私は・・」

と人格があるような答え方をしたり、より良い考え方を提示すると

「申し訳ありませんでした」と謝ったりします。人間に似せたロボ

ットならまだしも、薄くて四角いスマホの画面からそう言われると

何とも言えない気分です。生成 AI の使い方は学び方そのものであ

り、誤った使い方は充実や成長を妨げる原因となります。 

落葉樹は冬支度として、葉から使えるもの（養分）を枝や幹、根

へ回収して、不要になった葉を切り離します。特に３年生は木々に

倣い、勝負の冬（3 学期）に向けて不要なものを手放しては。例え

ば、スマホやゲーム・・・・。ついつい触ってしまう、だらだらと

続けてしまう人。私の経験からは「一時的に触れない環境を作る」

のが一番ですよ。負けるなスマホに！   校長   小林  孝伊 

 

職場体験学習（２年生） 

９月８日（火）に綾部市内の 15 事業所に受

け入れていただき、２年生が職場体験学習を実

施しました。 

今年度は、2 日目の９月９日（水）が、レベ

ル３の大雨警報発表となり、残念ながら１日だ

けの実施となりました。体験は 1 日だけでし

たが、体験先での活動や働いておられる方との

交流を通して、働くことの意義に触れ、自分の

将来について考える機会となりました。勤労観

や職業観に触れる生徒の振り返りからも、充実

した体験となったことがうかがえました。一

方、緊張から体験先の方とうまく話せなかった

と振り返る生徒も多かったようです。ご協力い

ただきました事業所の皆様、ありがとうござい

ました。 

 

 

頑張っています八田中生 
〇令和８年度京都府中学生ソフトテニス北部研修大会 

  女子チャンピオンリーグの部 優勝 

〇令和８年度京都府ソフトテニスフェスティバル 

ジュニア大会 女子２年の部 

  優 勝  梅原有芽理・岩崎虹架ペア 

第５位  村榎乃・村俐乃ペア 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※あくまでも予定ですので、変更する場合もあります。変更の場合は別途連絡します。 
  

日 曜 完全下校 日 曜 完全下校

1 木 15:30 18 日

2 金 17:00 19 月 17:00

3 土 20 火 17:00

4 日 21 水 16:10

5 月 17:00 22 木 17:00

6 火 17:00 23 金 17:00

7 水 13:15 24 土

8 木 17:00 25 日

9 金 17:00 26 月

10 土 27 火 17:00

11 日 28 水 16:10

12 月 29 木 17:00

13 火 17:00 30 金 17:00

14 水 16:10 31 土 15:50

15 木 17:00

16 金 17:00

17 土

演劇交流会　PTA第4回本部役員会・選挙管理員会19：00～

中丹駅伝予備日

八田地区PTA人権教育推進協議会（書面審議）

文化祭会場設営

【11月の主な予定】

５日（木）綾部市中学校連合音楽祭

６日（金）第２回市実力テスト（３年生）

12日（木）三者懇談会（3年）

13日（金）三者懇談会（3年）

18日（水）全市一斉声かけの日

　　　　　 授業参観

　　　　　 第２回学校運営協議会

　　　　　 オピニオン交流会

スポーツの日

演劇舞台設置

八田中祭（文化祭）

３年生第４回復習テスト

３年生保護者進路説明会18：00～

綾部市教職員の研修会のため４時間授業

八田中祭（体育祭）

体育祭予備日①

表現活動ワークショップ

行　　事

体育祭予備日②　学級・専門委員会

文化祭リハーサル

あじわいランチの日（和木梅）

京都府PTA研究大会南船大会

振替休業日（10／31　文化祭）

PTA第3回合同委員会19：00～

行　　事

中丹駅伝　

 

「表現活動の２学期」の取組が本格的にスタート！！ 
 
2 学期には、表現活動ワークショップ、八田中祭（体育祭、文化祭）と表現活

動の取組が多くあります。その取組の中で、「生徒たちにとっての『魅力』ある
学校」を実現させていきたいと考えています。実現へ向け、結果や完成度では
なく、生徒一人一人の成長を支える指導を心がけていきます。 

 
生徒会が掲げる「私たちにとっての『魅力』ある学校」 

① みんなの意見（声）が反映される学校  
② みんなに活躍の場がある学校   
③ みんなで高め合える学校  

 
6 月に全校生徒で行った「魅力ある八田中祭について」の八田トーーーク（話

合い活動）で出た意見をもとに、生徒会役員が八田中祭スローガン「みんなの
声が形になる八田中祭」を決定しました。そのスローガンを受けて、体育祭実
行委員の生徒たちが話し合いを重ね、体育祭種目を考え、提案しました。 

８月 27 日（木）には、赤組と青組に分かれて、体育祭へ向けての結団式を行
い、色代表から目標や思いが伝えられました。9 月 11 日（金）からは、表現活
動であるダンスや競技の練習を進めています。体育祭に関する委員会や係会も
活発に行われ、体育祭の成功に向けて、協力しながら準備が進んでいます。 

ぜひ、体育祭当日はご来校いただき、生徒たちの頑張りを見ていただけたら
と思います。また、PTA 本部・専門委員長会議で決定した PTA 種目「玉入れ」
の内容を実行委員の生徒たちが検討し、全生徒参加の「一発逆転！！妨害玉入
れ」として再構築しています。ぜひ、PTA 種目にも積極的にご参加ください。 
 

第 44 回綾部市新人体育大会 
 
９月 12 日（土）に行われた第 44 回綾部市中学校新人体育大会に、ソフト 

テニス部、バスケットボール部が出場しました。両部とも、新チームになって 
から頑張って練習してきた成果を発揮し、熱戦を繰り広げました。 

○ ソフトテニス  女子団体 準優勝 
  女子個人上級の部 優勝 村榎乃・村俐乃ペア 
  女子個人上級の部 3 位 梅原有芽理・岩崎虹架ペア 

○ バスケットボール男子 準優勝 

学校のホームページを開設しています。行事や連絡事項の確認にご活用ください。 
 URL https://www.kyoto-be.ne.jp/yata-jhs/cms/ 

10 月の行事予定 

D-EST 京都  
派遣業務を終えて 

  
9 月 7 日（月）から 11 日

（金）までの 5 日間、私は京都
府教育委員会の「D-EST 京都」
の一員として、熊本県宇土市に
行き、活動しました。派遣期間
中は、被災地の学校において教
育活動の正常化や児童生徒が安
心して学校生活を送るための支
援をさせていただきました。今
回の派遣であらためて学校とい
う場所が子どもたちにとって大
きな安心の塲であることを実感
するとともに、多くの学びを得
ることができました。今回の経
験で学んだことや感じたこと
を、これからの学校づくりや防
災教育、生徒たちとの日々の関
わりに生かしていきたいと考え
ています。  

馬塲大地 
 

 


